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研究成果の概要： 

英語には、N+V (to baby-sit), A+V (to rough-ride), V+V (to dive-bomb), P+V (to back-cut), 

V+A (to bleach-white)のように、一見すると複合（compounding, 語と語を連結して新しい語

を作る操作）によって作られたように見える動詞が存在するが、屈折、意味をはじめとするい

くつかの文法上の特徴から、これらのいずれの型も真の複合語ではなく、何らかの他の文法形

式（例えば N+V 型, A+V 型なら対応する複合名詞、複合形容詞）から逆形成、転換、倒置、語

彙化などの操作によって派生された動詞であるいえる。よって、英語では、構成要素の範疇に

関わらず、体系的に複合動詞を作ることができないと結論できる。 
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１．研究開始当初の背景 

 

英語の複合動詞（以下、二つの自由形態素
から構成される動詞を、慣例に従い、「複合
動詞」と呼ぶ）は、複合名詞や複合形容詞に
比べると、本格的な議論の対象として取り上
げられることが少なく、本研究課題の申請時
において、少なくとも二つの問題が未解決の
ままに残っていた。第一の問題は、複合動詞
の生成方法（文字通りの複合―語と語の連結

―によって生成されるのか、あるいは、複合
以外の別の方法によって生成されるのか、と
いう問題）である。第二の問題は、複合動詞
の屈折に関するもの（複合動詞の屈折にはど
のような一般化が可能で、それはどのように
説明されるのか、という問題）である。 
筆者は、博士論文（Akiko Nagano (2008) 

Conversion and Back-Formation in English: 
Toward a Morpheme-Based Theory of 
Morphology, Kaitakusha, Tokyo）において
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英語の転換と逆形成を取り上げ、英語には生
産的な動詞複合は存在しないという伝統的
見方のもと、複合動詞もその分析の対象とし
て扱ったが、上記二つの問題に詳しく立ち入
る余裕はなかった。 
 

２．研究の目的 

 

１．で述べた背景を受け、本研究では、複
合動詞に焦点をあて、１．で述べた二つの問
題を解明することを研究の目的として設定
することにした。より具体的には、上記二つ
の問題点を、以下三つの観点から明らかにす
ることを研究目標とした。第一に、理論的に
可能な複合動詞の生成方法を整理し、そこか
ら複合動詞のふるまいに関してどのような
予測が得られるかを検証する。第二に、複合
動詞の屈折特性を、大型コーパスを用いて体
系的に調査し、先行研究よりも精緻な一般化
が得られないかを検証する。第三に、理論か
らの予測と事実（特に屈折に関する事実）を
つきあわせることにより、複合動詞の生成方
法（種類わけ）の問題に解決を与える。 

 

３．研究の方法 

平成１９年度 

(1) 英語の複合動詞に関する先行研究を確

認する。特に、複合動詞の派生方法と屈

折に関する主張に注目しながら整理した。 

(2) 英語以外の言語の複合動詞に関する先

行研究をできるだけ多く読み、複合動詞

を記述する上で注目すべき点を確認した。

他言語の複合動詞と比較することにより、

英語の複合動詞の特性を検証した。 

(3) (1)と(2) の結果をもとに、文献から得ら

れる情報のレベルで、英語の複合動詞は

何種類に分けられるのか（それとも下位

分類は必要ないのか）、その種類分けは派

生方法と相関しているのか、を検討した。

筆者が博士論文で明らかにした、転換動

詞・逆形成動詞一般の特性も参照した。 

(4) 筆者は、博士論文のために逆形成によ

って派生された複合動詞のリストを既に

作成している。新語辞書等を用いてその

リストの補充を図ると共に、転換による

複合動詞及び対応する複合名詞・複合形

容詞のない複合動詞に関しても同種のリ

ストを作成した。 

(5) (3)の結果を（4）のリストを用いてコー

パスで検証した。複合動詞がコーパス上

で（特に文献で注目されている特性に関

して）どのような振舞いをするのかを調

べ、その振舞いが派生方法と相関するか

を検証した。コーパスは、The British 

National Corpus (1 億語)と Wordbanks 

Online (5, 600 万語)を使用した。 

(6) 関連する学会・研究会に出席し、情報

を収集した。形態論やレキシコンを専門

にしている研究者と意見交換を行った。 

平成20年度 

(1) 英語の動詞屈折に関する文献を読み、

内容を整理した。特に、心理言語学的実

験を行っている研究の実験結果を中心に、

規則活用と不規則活用の質的区別の有無、

過去形屈折における頻度の影響、デフォ

ルト規則の存在、「類推」の働きに関し、

判明していることを整理した。 

(2) Kim et al. (1991, 1994) は、一連の実験

をもとに、転換動詞の屈折がその意味で

はなく内部構造によって決定されるとい

う結論を出している。彼らのその後の研

究を追い、派生プロセスが屈折にどのよ

うな影響を与えるかを検討した。 

(3) 平成 19年度に整備したリストをもとに、

複合動詞の屈折に関するデータを大型コ

ーパスから収集した。コーパスは前年度

と同じ The British National Corpus と

Wordbanks Online を使用した。 

(4) コーパスから得られたデータをもとに、

複合動詞の屈折に関して先行研究より精

密な一般化が得られないかを検証した。

「分詞形の優勢」は（どの程度まで）正

しいのか、過去分詞形と現在分詞形で差

はないのか、定形の屈折が許される場合

現在形と過去形では使用頻度に差がある

のか、過去形を許す複合動詞は規則活用

と不規則活用のいずれを使うのか、複合

動詞全体の頻度の影響はどうか、といっ

た疑問点の検証を通し、事実の一般化を

目指した。 

(5) コーパスから得られたデータを複合動

詞の派生方法と主要部動詞の特性（屈折

特性、頻度など）のそれぞれの観点から

整理し、屈折特性の決定において、いず

れの影響が大きいかを吟味した。事実の

検証に際しては、(1-2)の先行研究から得

られた知見を参照しながら進めた。 

(6) 複合動詞の屈折に関する事実をまとめ、

関連する学会で発表した。 

(7) 本研究の成果の取りまとめを行い、報告

書を作成し印刷した。 

 

４．研究成果 

本研究の最大の成果は、英語では、いかな

る範疇の組み合わせであれ、動詞複合は不可

能であり、一見「複合動詞」に見える事例は

何らかの別の形式から派生されたものであ

る、ということを明らかにした点である。 



 

 

複合とは語と語を連結する操作であるか

ら、複合動詞となりうる語彙範疇の組み合わ

せは以下の七通りである。 

(1) N+V, A+V, P+V, V+V, V+N, V+A, V+P   

(P= Particle) 

英語の場合、これらのうち V+N を除く全て

の組み合わせが、（動詞句としてではなく）

語彙性をもった動詞語彙として存在する。以

下の例を参照。 

(2) a. N+V to baby-sit, to body-check, to 

brainwash, to joyride, to sightsee 

  b. A+V to blindfold, to broadcast, to 

cold-call, to shortcut, to rough-ride 

  c. P+V to back-cut, to downgrade, to 

download, to off-drive, to upshift 

  d. V+V  to crash-land, to dive-bomb,  

to drink-drive, to freeze-dry 

  e. V+A  to bleach-white, to wipe-clean,  

to push-open, to slam-shut 

  f. V+ P  to break down, to cut back,  

to pull off, to push up, to put away 

N+V 、 A+V 型 の 動 詞 に つ い て は 、

Marchand (1969), Adams (1973, 2001)など

で既に複合動詞分析が否定されており、転換

か逆形成で派生されたものであるとの分析

がなされてきた。島村(1990: Chap.5, 6)では、

N+V 型動詞の特に逆形成で作られた動詞に

ついて、意味・項構造・屈折などに基づく分

析がなされた。しかし、同時に、Emonds 

(2000), Jackson and Amvela (2000), Baker 

(2003), Ackema and Neeleman (2004) のよ

うに、英語は体系的に N+V、A+V 型動詞を

複合で生成しうるとする分析も依然として

なされている。本研究内の長野（2007） , 

Nagano (to appear), 長野(to appear)ではま

ず、N+V、A+V 型の動詞が、その屈折特性か

らいって、複合によって作られた均質のカテ

ゴリーではなく、転換か逆形成によって作ら

れた混合的なカテゴリーであることを実証

した。具体的には、右側 V が不規則動詞であ

るような N+V, A+V 型の動詞には、一貫して

規則活用をするものと不規則活用と規則活

用の間で屈折が「揺れる」ものとがあること

いう事実がコーパス調査で観察された。この

事実は直接複合分析では説明できない。なぜ

なら、真の複合語ならば、右側主要部の特性

に従って、必ず不規則活用するはずだからで

ある。一方、対応する複合名詞・形容詞から

転換もしくは逆形成によって派生されたも

のを分析すれば、上記の屈折の事実を転換、

逆形成それぞれの一般特性（特に、アウトプ

ット動詞の主要部の有無）から説明すること

が可能になる。 

P+V 型の動詞については、Marchand 

(1969)は OE 以来英語で許された唯一の複合

動詞の型であるとする。Kastovsky (1992)、

Burnley (1992)、Nevalainen (1999)もそれぞ

れ OE、ME、EModE の「複合動詞」に関し、

真に複合で作られたとみなせるのは P+V 型

のみと述べている。ただし、これらの文献の

記述を総合すると、P+V 型の複合動詞におい

ては、時代が下がるにつれて V+P 型のいわ

ゆる phrasal verbs の方が優勢になるか、

out-V、over-V、under-V のように P が本来

の「場所」の意味を失ってより抽象的な意味

を表す接頭辞（に近い要素）に発達するか、

いずれかの変化をこうむり、P+V 型の複合自

体は生産性を失っていったようである。よっ

て、PE の P+V 型の動詞については、out-V

のような接頭辞付加動詞か、もしくは Berg 

(1998)のように V+P 型からの「倒置」

(inversion)によって作られた動詞とするの

が妥当であろう。本研究内 Nagano (to 

appear)は、PEのP+V型の動詞も（N+V, A+V

型と同様）右側の動詞から予測できない屈折

特性を持つことを明らかにし、複合によって

作られたとはみなせないと結論した。 

V+V 型の動詞は、Adams (2001)が指摘す

るように、類推によって、もしくは、「簡潔

に述べる必要性」によって新語が作られるこ

とはあるが、体系的な操作としての生産性は

持っていない。本研究内 Nagano (to appear)

では、いくつか存在する既存の V-V 型動詞の

例は、二つの V がほぼ同時に起こるという意

味関係にあることから、「並列複合語」

（dvandva compound）の一種ではないかと

提案した。Lieber (1992)、Plag (2003)にも同

様の分析が見られる。英語においては V-V だ

けでなく N-N、A-A など並列複合は一般に生

産性が低い（cf. Ralli 2008）。右側 V が主要

部となるようなV-V型動詞 ― 日本語や韓国

語では非常に生産的な複合動詞の型（由本 

2005 など）― は英語では不可能であるが、

その理由については現時点では筆者には不

明である。 

 本研究内の長野・島田 (2008)では、これま

でほとんど議論されてこなかった、V+A 型の

「複合動詞」を検証した。V+A 型動詞の中に

は to bleach white のように生産性が低く、

対応する分離形（e.g. to bleach something 

white）にはない固有の意味をもつ例と、to 

push open のように生産性が高く、対応する

分離形（e.g. to push something open）とほ

ぼ同じ意味を表す例とがある。Taniwaki 

(2006)がこれらを区別せず「レキシコンにお

ける複合によってつくられる動詞」と主張す

るのに対し、長野・島田(2008)では、前者の



 

 

類は動詞句（対応する結果構文）からの語彙

化によってできる動詞、後者の類は V+P 型

動詞（いわゆる phrasal verbs）の一種と分

析するのが妥当であることを示した。つまり、

この型の動詞も真の複合語ではなく、別の形

式からの派生形であるといえる。 

 生産的な V+A 型動詞が V+P 型動詞の一種

であるとして、次に考えるべき問題はそれで

は V+P 型動詞、いわゆる phrasal verbs の隣

接形が複合語であるかといえるかいう点で

ある。長野・島田(2008)ではこの問題の詳細

に立ち入ることはできなかったが、英語の

V+P 型動詞は必ず対応する V---P 型の分離形

を持ち、その交替が統語、音韻、フォーカス

など様々なレベルの要因によって左右され

ること（e.g. Bolinger (1971), Jackendoff 

(2002)）を考えると、V+P 型が形態論での純

粋な複合によって作られるとは考えにくい。

主要部の位置も問題となる (Adams (2001))。

むしろ、長野・島田（2008）で示唆したよう

に、その語彙性は通常の語の語彙性とは別の

仕組みで保証されていると考えるべきでは

ないかと思われる。上記でみたような英語で

の「複合動詞」一般の非生産性を考えても、

Farrell (2005)のように V+P 型動詞を「語彙

的複合」で生成する分析には無理があるよう

に思われる。 

 以上をまとめると、英語に存在するとされ

るいずれの型の「複合動詞」も、実際には（右

側主要部の規則に従った）複合によって作ら

れるものではないと結論できる。英語の「複

合動詞」の種類としては、逆形成で派生され

るもの、転換で派生されるもの、倒置で派生

されるもの、並列複合か類推で作られたもの、

動詞句の語彙化によって生じたもの、

phrasal verb の隣接形であるものがある。こ

れらの「複合動詞」全体に共通する特性はほ

とんどなく、それぞれの派生法に従った特性

を示す。例えば本研究内の Nagano (2008)は、

転換の一般特性を論じたものであり、転換で

つくられた複合動詞の特性はこの枠組みで

説明される。 

 本研究の今後の展望と課題は以下二点で

ある。第一に、上で述べた結論を受けて、そ

れではなぜ英語では動詞複合が不可能なの

かという理由を検証する必要がある。上掲の

Marchand (1969) 、 Kastovskty (1992) 、

Burnley (1992)、Nevalainen (1999)、および

米倉(2006)の記述を読むと、OE 以来英語に

は動詞複合が一貫して、体系的に欠けていた

と考えてよいと思われる。句と語の基本語順

の違い（島村(1990), Nevalainen (1999)）、屈

折の不確かさ、複合による編入要素の脱フォ

ーカス（Adams (2001)）など、いくつかの理

由が既に先行研究で指摘されているが、詳細

な分析はまだなされていないといってよい

だろう。また、Kastovsky (1986)は、逆形成

と転換による複合動詞の例が増加するにつ

れ、類推に基づく複合動詞形成が促進され、

いずれは英語でも真の動詞複合（“genuine 

verbal compounding”）が発達するであろう

との予測をしている。特に逆形成による複合

動詞は 20 世紀後半から生産性が急激に伸び

ていること（Haspelmath (2002)）を考える

と、この予測の真偽、及び、それと上記英語

の特性との相互作用について、今後観察と検

証を続けていかねばならないだろう。 

 第二に、英語とそれ以外のゲルマン諸語の

細かな差異についても今後の検証課題であ

る。Marchand (1969)によると（P+V 型を除

く）動詞複合は英語だけでなくゲルマン諸語

一般において欠けているとされる。これは大

きな一般化としては妥当であろうが、それぞ

れの言語で「複合動詞」とされる動詞群をざ

っと比較するだけでも、種類、派生法、特性

などにおいて少なからず違いがあることが

わかる。例えば、英語の「複合動詞」には(2)

に挙げた六つの型があり、(1)に挙げた理論的

に可能な型のうち V+N 型の動詞だけはなぜ

か存在しない。しかし、Booij (1992)による

とオランダ語にはこの型の「複合動詞」も存

在するそうである。また、上述の通り英語の

N+V 型動詞は基本的に逆形成か転換でしか

生成されないのに対し、（系統的にはゲルマ

ン諸語の中でも英語に近いとされる）フリジ

ア語では N+V 型動詞、特に N が V の内項に

あたる例が複合によって生産的に生成され

る (Ackema (1999))といった大きな違いも

ある。V2 現象の有無のような統語的な違い

も含め、他のゲルマン諸語との違いを検証す

ることで、第一の検証課題にもなんらかの示

唆が得られるのではないかと考える。 

従来の研究が、理論的な理由のみに基づい
て複合動詞の位置づけ（派生方法の決定）を
行ってきたのに対し、本研究は体系的な事実
調査に基づいてそれを行ったという点で大
きく異なっている。より広く見ると、「複合
動詞」という、英語の形態論において空白の
ままにされてきた部分に精緻な一般化を与
えたという重要性もある。本研究の調査によ
り、いわゆる複合動詞には逆形成、転換、並
列複合、語彙化、などいくつかの下位タイプ
があることが判明したので、従来の研究の多
くは、伝統文法に従うものであれ、生成文法
流のものであれ、理論の改訂をせまられるこ
とになるであろう。特に、英語に関しては、
複合動詞を複合名詞や複合形容詞と区別せ



 

 

ずに扱うという立場はとれないということ
が明らかになったので、「複合」という形態
操作に範疇による制限を与えなければなら
ないことになる。 
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